
由
利
本
荘
市
消
防
訓
練
大
会

第
３
分
団
準
優
勝
！

由
利
本
荘
市
消
防
訓
練
大
会
が
、
７

月
９
日(

日)

に
秋
田
県
消
防
学
校
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
で
第
３
分
団
は
、
優
勝
し
た
鳥
海
支

団
と
僅
差
の
第
２
位
の
好
成
績
を
果
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
３
番
員
の
高
橋
和

美
さ
ん
が
最
優
秀
選
手
賞
を
受
賞
し
た

ほ
か
、
操
作
員
全
員
が
入
賞
す
る
な
ど

非
常
に
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

団
員
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

地
域
や
家
庭
の
協
力
が
好
成
績
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

こ
の
活
躍
を
励
み
と
し
、
消
防
団
・

各
自
治
会
、
個
人
の
防
火
・
防
災
意
識

の
高
揚
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

市
町
内
会
交
流
戦

大
琴
自
治
会
が
Ｖ
！

【
第
３
回
由
利
本
荘
市
民
交
流
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
大
会
】

八
塩
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
リ
ー

ズ
実
行
委
員
会
（
阿
部
幸
悦
委
員
長
）

が
主
催
す
る
、
第
３
回
由
利
本
荘
市
民

交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
７
月
２
日

（
日
）
に
八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
市
内
の
町
内
会
を
対

象
と
し
た
４
人
１
組
の
団
体
戦
に
よ
っ

て
実
施
さ
れ
、
16
チ
ー
ム
64
名
の
参
加

者
が
、
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
会
の
ル
ー
ル
で
は
、
参
加
選
手
全

て
が
ホ
ー
ル
ア
ウ
ト
後
、
ク
ジ
引
き
で

決
定
す
る
基
準
ス
コ
ア
に
ど
れ
だ
け
近

づ
け
ら
れ
る
か
と
い
う
内
容
で
行
わ
れ
、

プ
レ
ー
初
心
者
の
方
も
楽
し
め
る
大
会

を
企
画
。
コ
ー
ス
内
で
は
、
笑
い
の
絶

え
な
い
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

ク
ジ
引
き
の
結
果
、
基
準
と
な
る
ス

コ
ア
は
「
５
３
５
」
が
決
定
。
大
琴
自

治
会
は
見
事
、
４
人
の
合
計
ス
コ
ア
が

ジ
ャ
ス
ト
ス
コ
ア
を
記
録
し
優
勝
を
手

に
し
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
敬
称
略
）

優

勝
大
琴
（
東
由
利
）
５
３
５

【
佐
々
木
洋
子
・
工
藤
好
男

佐
々
木
隆
義
・
佐
々
木
雅
廣
】

準
優
勝

蓼
沼
Ｄ
（
本
荘
）
５
１
９

【
小
松
一
夫
・
櫻
田
隆

木
内
誉
蔵
・
吉
野
照
子
】

第
３
位

蓼
沼
Ａ
（
本
荘
）
５
１
６

【
五
十
嵐
登
・
大
門
喜
代
造

遠
田
房
信
・
小
松
清
】

HIGASIYURI SOUGOUSISYO DAYORI
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第３分団の勇姿

開会式に臨む選手のみなさん



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
の
ご
厚
意

を
い
た
だ
き
ま
し
た
！

拡
張
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
た
八
塩

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
新
コ
ー
ス
は
８
月

19
日
（
土
）
に
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

現
在
、
芝
生
の
養
生
な
ど
を
行
っ
て

お
り
ま
す
が
、
八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

の
環
境
整
備
の
一
環
と
し
次
の
皆
さ
ま

よ
り
石
拾
い
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作

業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
東
由
利
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
の
皆
さ

ん
◆
由
利
本
荘
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

東
由
利
支
所
の
会
員
の
皆
さ
ん

◆(

株)

大
沼
組
の
従
業
員
の
皆
さ
ん

皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
厚
意
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

道
路
一
斉
清
掃
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

８
月
は
全
国
道
路
愛
護
月
間
に
な
っ

て
い
ま
す
。

今
年
も
お
盆
前
の
道
路
一
斉
清
掃
を

計
画
し
ま
し
た
の
で
、
是
非
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

作
業
は
例
年
ど
お
り
各
自
治
会
単
位

で
実
施
し
、
ゴ
ミ
の
収
集
は
、
自
治
会

に
配
布
さ
れ
た
ゴ
ミ
袋
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
期
日

８
月
６
日(
日
）

※
時
間
は
各
自
治
会
に
お
任
せ
し
ま
す
。

(

建
設
課

69-

２
１
１
５
）

【
病
害
虫
の
発
生
状
況
と
防

除
対
策
】

６
月
４
半
旬
ま
で
の
予
察
灯
に
お
け

る
ア
カ
ス
ジ
カ
ス
ミ
カ
メ
の
越
冬
世
代

成
虫
の
誘
殺
数
は
や
や
少
な
く
、
発
生

時
期
は
平
年
並
で
し
た
。
今
後
の
発
生

量
は
平
年
並
み
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

防
除
対
策
と
し
て
、
除
草
の
徹
底
に

よ
り
雑
草
地
に
お
け
る
斑
点
米
カ
メ
ム

シ
類
の
密
度
を
低
下
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

①
法
面
、
休
耕
田
等
の
雑
草
地
の
除
草

は
、
稲
の
出
穂
10
日
前(

平
年
で
は
７
月

25
日
頃
）
ま
で
に
で
き
る
だ
け
地
域
一

斉
に
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
後
草
刈

り
を
行
う
場
合
は
、
稲
の
収
穫
２
週
間

前
以
降
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
農
道
や
畦
畔
の
草
刈
り
は
、
稲
の
出

穂
10
日
前(

平
年
で
は
７
月
25
日
頃)

ま

で
に
数
回
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
水
田
畦

畔
刈
り
込
み
代
用
剤
を
散
布
す
れ
ば
40

～
50
日
の
抑
草
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

③
出
穂
期
10
日
後
頃
に
行
う
茎
葉
散
布

剤
の
散
布
直
後
か
ら
７
日
ま
で
に
、
農

道
や
畦
畔
の
草
刈
り
を
し
、
斑
点
米
カ

メ
ム
シ
類
の
発
生
源
と
な
る
イ
ネ
科
雑

草
の
除
去
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
そ
の
後

草
刈
り
を
す
る
場
合
は
、
稲
の
収
穫
２

週
間
前
以
降
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

④
水
田
内
に
イ
ネ
科
雑
草
の
ノ
ビ
エ
や

カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
科
の
ホ
タ
ル
イ
類
が
多

発
す
る
と
、
ア
カ
ス
ジ
カ
ス
ミ
カ
メ
の

水
田
へ
の
進
入
を
助
長
す
る
た
め
、
水

田
内
の
雑
草
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

（
産
業
課

69
ー
２
１
１
６
）

東
由
利
地
域
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
「
カ
ン
ナ
平
」
の
開
場
に
つ

い
て

▼
開
場
日

９
月
３
日
（
日
）

（
今
年
度
の
最
終
回
と
な
り
ま
す
）

▼
時
間

８
時
30
分
～
16
時
30
分

▼
料
金

○
軽
ト
ラ
ッ
ク

１
台

５
１
０
円

○
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク

１
台

２
，
０
６
０
円

○
４
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク

１
台

４
，
１
１
０
円

○
指
定
ご
み
袋
に
入
ら
な
い
大
き
さ
の

「
燃
え
な
い
ご
み
」
の
み
受
付
可
能
で

す
。

※
持
ち
込
み
で
き
な
い
も
の

燃
え
る
ご
み
、
農
機
具
、
バ
イ
ク
、
バ
ッ

テ
リ
ー
、
タ
イ
ヤ
、
焼
却
灰
、
塗
料
、

薬
剤
、
油
類
等
。

※
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
（
凍
）
庫
、
洗
濯
機
、

エ
ア
コ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
は
廃
棄
物
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
よ
り
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

（
市
民
福
祉
課

69-

２
１
１
７
）

由利本荘市分譲宅地 分譲中！

東由利

サンガーデン大琴

６，３００円／㎡

問合せ先：振興課 ６９-２１１０



み
ん
な
お
い
で
よ
！

保
育
園

夏
の
イ
ベ
ン
ト

第
26
回
み
ど
り
ま
つ
り

▼
日
時

７
月
22
日
（
土
）

16
時
30
分
～
18
時
30
分

▼
場
所

み
ど
り
広
場
（
み
ど
り
保
育

園
隣
）

▼
内
容

○
出
店
（
綿
あ
め
・
バ
バ
ヘ
ラ
・
石
窯

ピ
ザ
・
囲
炉
裏
焼
き
・
く
じ
引
き
・
滝

ノ
沢
の
地
蔵
尊
へ
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
）

○
ス
テ
ー
ジ
（
須
郷
田
地
区
の
番
楽
・

仁
賀
保
ジ
ャ
ン
グ
ル
キ
ッ
ズ
の
ダ
ン
ス
）

※
全
て
無
料
で
す
。

※
雨
天
時
は
保
育
園
遊
戯
室
で
開
催
。

（
み
ど
り
保
育
園

69-

２
１
３
１
）

永
慶
ひ
ろ
ば
「
夕
涼
み
会
」

今
月
の
永
慶
ひ
ろ
ば
は
「
夕
涼
み
会
」

で
す
。
保
育
園
に
入
っ
て
い
な
い
お
子

さ
ん
は
、
ど
う
ぞ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ

い
。
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
よ
。

▼
日
時

７
月
29
日
（
土
）

16
時
～
17
時
30
分

▼
場
所

永
慶
保
育
園
・
園
庭

（
永
慶
保
育
園

69-

３
１
０
１
）

東
由
利
プ
ー
ル

営
業
中
！

健
康
増
進
、
運
動
不
足
解
消
に
東
由

利
プ
ー
ル
を
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
営
業
時
間

平
日
・
土
曜
日

12
時
30
分
～
20
時

日
曜
日

９
時
～
17
時

※
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

▼
利
用
料

一

般

２
１
０
円

中
学
生
以
下

１
０
０
円

※
市
内
小
中
学
生
は
９
時
か
ら
17
時
ま

で
無
料（

教
育
学
習
課

69-

２
３
１
０
）

父
の
日
は
慰
労
の
会
あ
り
堰
普
請

久

保

高

橋

典

三

過
疎
の
村
臥
所
に
風
鈴
囁
け
り

横
小
路

小

松

丈

介

胡
瓜
も
み
あ
っ
さ
り
胃
腑
に
収
ま
り
ぬ

五
海
保

嶽

石

レ

イ

夏
草
に
貰
い
た
い
よ
な
我
が
余
命

中

通

森

川

九
二
男

台
山
の
縄
文
遺
跡
雲
の
峰

館

西

菊

地

敬

子

山
焼
い
て
五
戸
六
人
の
里
老
ゆ
る

舟

木

大

庭

喜
右
衛
門

雑
草
を
刈
れ
ば
十
薬
手
に
匂
う

秋
田
市

嵯

峨

義

之

イワナつかみ取り体験

水辺の

ワクワク教室

▼と き ８月１４日（月）

８時００分～ 受付 （先着１００名）

８時５０分～ 開会式

▼ところ 黄桜温泉「湯楽里」 中庭

▼参加料 一人５００円

▼参加賞 湯楽里入浴券ほか

▼主 催 美化活動促進愛好会

▼協 賛 親子わくわく体験実行委員会、㈱黄桜の里

▼問合せ先 黄桜温泉「湯楽里」（６９－２６１１）

※つかみ取りができる服装でご参加ください。

※当該事業は、由利本荘市地域づくり推進事業の補助金

を活用して行っております。

納
期
限
の
お
知
ら
せ

国
保
税
第
①
期

固
定
資
産
税
第
②
期

納
期
限

７
月
31
日
（
月
）

口
座
振
替
日
は
納
期
限
日
と
な

り
ま
す
。
納
期
限
前
に
預
金
残
高

の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
な
お
、
督
促
状
が
届
い
て
か
ら

税
金
を
納
め
る
方
は
督
促
手
数

料
（
100
円
）
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
市
税
・
国
保
税
の
納
付
は
、
便

利
な
口
座
振
替
が
お
す
す
め
で

す
。



コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
情
報

由
利
本
荘
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

情
報
を
紹
介
し
ま
す
。
地
域
の
足
と
し
て

期
待
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
ぜ
ひ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

[

運
航
日]

○
八
塩
線

（
智
者
鶴
～
道
の
駅
東
由
利
）

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

○
法
内
線

（
高
村
～
道
の
駅
東
由
利
）

月
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

○
大
吹
川
線
（
大
平
～
道
の
駅
東
由
利
）

火
・
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

[

乗
り
方]

①
バ
ス
停
で
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

②
バ
ス
停
以
外
の
路
線
上
で
も
、
手
を
あ

げ
て
ご
乗
車
い
た
だ
け
ま
す
。

③
大
吹
川
線
は
予
約
制
で
す
。
お
気
軽
に

お
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
お
申

し
込
み
は
午
前
の
便
は
前
日
の
21
時
ま
で
、

午
後
の
便
は
当
日
９
時
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す
。

※
申
し
込
み
（
東
交
通

69-

２
５
１
７
）

[

運
賃]

○
大
人
（
中
学
生
以
上
）

２
０
０
円

○
小
学
生

１
０
０
円

○
未
就
学
児

無
料

[

回
数
券]

○
大
人

２
千
円
（
11
回
分
の
券
に
な
っ

て
い
て
お
得
で
す
。
バ
ス
内
で
お
求
め
く

だ
さ
い
。
）

[

半
額
利
用
者
制
度]

65
歳
以
上
で
運
転
免
許
を
自
主
返
納
し

た
方
に
半
額
利
用
者
証
を
交
付
し
ま
す
。

市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
全
路
線
に
利

用
で
き
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
市
民
福
祉
課
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

[
無
料
利
用
者
証]

対
象①

身
体
障
害
者
手
帳
交
付
者

②
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
交
付
者

③
療
育
手
帳
交
付
者

④
生
活
保
護
受
給
者

⑤
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
交
付
者

⑥
戦
傷
病
手
帳
交
付
者

⑦
被
爆
者
健
康
手
帳
交
付
者

⑧
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
要
介
護

ま
た
は
要
支
援
認
定
者

⑨
児
童
福
祉
法
の
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コラム 東由利の文化

女清水遺跡の縄文土器

サイズ 器高30.1㎝、胴部径20.2㎝

年代 縄文時代前期（約5,500年前）

６月に台山遺跡で本物の遺跡発掘調査を通じた体験活動

が実施され話題になりました。東由利には、秋田県の指定

史跡である湯出野遺跡をはじめ、縄文時代の遺跡が多数存

在し、市内でも指折りの縄文の里です。

女清水遺跡は、舟木地区の山中にある水源地に面した遺

跡で、この土器は簡易水道整備に伴い平成17年に行われた

発掘調査の際、竜神様の近くから出土したものです。

縄文土器には時代や地域ごとに形と文様に特徴があり、

おおよその年代がわかります。この土器は縄文時代前期の

東北南部の文化的特徴を持っています。

引き締まった下半身と豊かな上半身というプロポーショ

ンで、上半身に粘土のヒモを貼りつけて、左右が対になる

渦巻と、縦に垂れ下がった波線の文様を描いています。渦巻の上には山形、左右には耳のよう

な飾りが付いています。この時代によくある装飾方法なのですが、この土器はとても丁寧な作

りと、対称性が美しい優れたデザインで、秋田県を代表する縄文芸術作品のひとつといっても

過言ではありません。渦巻が「目」に見えるように、顔の表現を連想させ、どこか妖しげな魅

力が感じられます。（昔の特撮物の宇宙人に似ていませんか？）

この土器は、八塩生涯学習センターに展示しています。ぜひご覧ください。


